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幹
線
が
北
海
道
を
走
る
日
が
刻
一
刻
と

近
づ
い
て
い
ま
す
。
来
年
の
３
月
に
は

あ
げ
、「
夢
は
あ
る
け
ど
慎
重
に
、
ま
ち
の
人

た
ち
が
集
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
函
館
北
斗
駅
が
開
業
し
、
遅
く
て
も
平
成
48

年
に
は
札
幌
ま
で
延
伸
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

新
幹
線
駅
は
、
倶
知
安
に
も
造
ら
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
、「
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、こ
れ
ま
で
２
年
間
に
わ
た
っ

て
町
の
未
来
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
視
察
・
研
究
を

踏
ま
え
、
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
実
現
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
始
め
ま
す
。

　

11
月
25
日
、
検
討
委
員
会
の
第
１
回
目
が
開

新か
れ
、
福
島
町
長

か
ら
町
内
の
団
体

推
薦
・
公
募
に
よ

る
13
名
の
委
員
に

委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
、

福
島
町
長
は
、「
市

街
地
、
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、羊
蹄
山
麓
、

　

会
議
で
は
、
委

員
会
の
第
１
段
階

の
目
標
と
し
て
、

「
駅
周
辺
整
備
の

内
容
と
方
法
に
つ

い
て
、
約
４
年
か

け
て
検
討
し
て
ま

と
め
上
げ
、
町
長

に
提
言
す
る
」
こ

と
を
確
認
し
、
今

後
の
取
組
み
に
つ

い
て
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。
次

回
の
検
討
委
員
会

は
２
〜
３
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
志
管
内
の
中
核
都
市
と
し
て
、
新
幹
線
を

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
か

は
、
町
の
最
重
要
課
題
と
言
え
ま
す
。「
ま
だ

20
年
も
先
の
こ
と
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
倶
知
安
に
新
幹
線
が
来
る
と
き
に
、
今
よ

り
も
も
っ
と“

に
ぎ
わ
い”

の
あ
る
元
気
な
ま

ち
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ち
の
み
ん
な
が
「
新

幹
線
が
来
る
ん
だ
！
」
と
い
う
意
識
を“

今
か

ら”

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

新
幹
線
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に

あ
な
た
の
一
票
が
町
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す

町
長
選
挙　

告
示
１
月
13
日　

投
票
１
月
18
日

　

仕
事
や
学
校
、
旅
行
な
ど
一
定
の
理
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
、
投
票
日
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票
か
不

在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
◇

対
象
者
：
仕
事
や
旅
行
な
ど
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

投
票
場
所
：
期
日
前
投
票
所
（
役
場
分
庁
舎

１
階
会
議
室
）

投
票
方
法
：
宣
誓
書
を
提
出
（
選
挙
入
場
券

が
届
く
前
で
も
可
能
）

投
票
期
間
：
１
月
14
日
（
水
）
〜
17
日
（
土
）

投
票
時
間
：
８
時
30
分
〜
20
時

◆
不
在
者
投
票
◇

対
象
者
：
長
期
出
張
、
出
産
に
よ
る
里
帰
り

な
ど
で
倶
知
安
町
で
投
票
で
き
な
い
人

投
票
場
所
：
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会

投
票
方
法
：
投
票
用
紙
を
郵
送
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
早
め
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
◇

　

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）

し
て
い
る
人
は
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
し
た
い

旨
を
各
施
設
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
◇

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
、
介
護

保
険
法
上
の
要
介
護
５
の
人
は
郵
便
に
よ

り
、
自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。
事
前
に
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
18
日
（
日
）
は
倶
知
安
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
は
町
内
10
カ
所
の
投
票
所
で
、
７
時
〜
20
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
56
―
８
０
０
０

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
は

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

委員長の佐藤裕氏

第
一
回
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
開
催

後
志
全
体
へ
と
効
果
が
広
が
る
よ
う
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
の
委
員
長
に
は
、
町
内
会
連
合

会
会
長
の
佐
藤
裕
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
佐

藤
委
員
長
は
道
内
の
地
方
都
市
で
再
開
発
事
業

が
う
ま
く
い
か
ず
に
衰
退
し
て
い
っ
た
事
例
を
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マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
：
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
、
じ
ゃ
が
太
く
ん
。
私
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
イ
ナ

ち
ゃ
ん
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

じ
ゃ
が
太
く
ん
：
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し

く
。
と
こ
ろ
で
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
、
最
近

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
言
葉
を
よ
く

聞
く
ん
だ
け
ど
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
制

度
な
の
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
こ
と
に
な
る
12
桁
の
番
号
だ

よ
。
町
長
が
住
民
票
を
も
っ
て
い
る
人

全
員
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

を
指
定
す
る
ん
だ
。
こ
の
番
号
は
、
法

律
で
決
め
ら
れ
た
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
分
野
だ
け
で
使
う
ん
だ
け

ど
、
い
く
つ
も
の
場
所
に
存
在
す
る
情

報
が
、
同
じ
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
な
ん
だ
。
一
生

使
う
も
の
だ
か
ら
、
大
事
に
し
て
ね
。

　

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
う
や
っ

て
確
認
す
る
の
？

　

平
成
27
年
10
月
に
、
住
民
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
宛
て
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
届
く
ん
だ
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
と
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
・
交
付
が
始

ま
る
ん
だ
よ
。

　

ま
ず
は
通
知
カ
ー
ド
が
届
く
ん
だ

ね
。
全
員
に
届
く
の
？

　

住
民
票
が
あ
る
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
届
く
よ
。
も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
や
、
中
長
期
在
留
者
や

特
別
永
住
者
な
ど
の
外
国
人
の
方
に
も

届
く
か
ら
安
心
し
て
ね
。

　

へ
ぇ
〜
。
じ
ゃ
あ
、
僕
に
も
届
く
ん

だ
ね
。
届
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
ん

な
と
き
に
使
う
の
？

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、
年
金
・
雇
用
保
険
・
医
療
保
険

の
手
続
き
、
生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ

の
他
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の

税
の
手
続
な
ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
書
く
こ
と
に
な
る
よ
。

　

民
間
企
業
で
は
使
わ
な
い
の
？

　

使
う
よ
。
民
間
企
業
は
、
従
業
員
の

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手
続
を

行
っ
た
り
、
従
業
員
の
給
料
か
ら
源
泉

徴
収
し
て
税
金
を
納
め
た
り
し
て
い
る

か
ら
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
そ
の

手
続
き
を
行
う
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
る
ん
だ
。
勤
務
先
に
自
分

や
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
す
る

こ
と
に
な
る
よ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
で
僕
た
ち
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か

な
？

　

も
ち
ろ
ん
！
次
の
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
よ
。

①
行
政
の
効
率
化

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
こ
と
で
、
個

人
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
る
し
、
行
政
機
関
で
の
作
業
の
無
駄

が
な
く
な
り
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
ん
だ
よ
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

各
種
申
請
・
申
告
等
に
必
要
な
市
町

村
等
が
発
行
す
る
書
類
（
住
民
票
や
課

税
証
明
書
な
ど
）
の
省
略
が
で
き
て
、

面
倒
だ
っ
た
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
る
よ
。
そ
れ
に
、マ
イ
・
ポ
ー

タ
ル（
※
）
で
、
い
つ
で
も
社
会
保
障
に

関
す
る
自
分
の
情
報
や
、
行
政
か
ら
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
。
確
定
申
告
に

つ
い
て
も
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
保
険
料
や
、
税
務
署
が
把
握
し

て
い
る
納
税
者
の
所
得
の
情
報
な
ど
を

マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
ら
、
よ
り
簡
単
に
正
確
に
申

告
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
。

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　

個
人
の
所
得
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
か

ら
、
不
正
受
給
等
の
防
止
に
つ
な
が
る

ん
だ
。

　

書
類
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
手

続
き
が
簡
単
に
な
る
の
は
嬉
し
い
ね
。

で
も
、
個
人
情
報
を
管
理
す
る
方
も
大

変
じ
ゃ
な
い
か
な
？
情
報
が
漏
れ
た
り

し
な
い
か
心
配
だ
な
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両

方
か
ら
個
人
情
報
を
守
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
ん
だ
よ
。

　

そ
れ
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的

以
外
で
利
用
し
た
り
、
他
人
に
提
供
し

た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ん

だ
。
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に

入
手
し
た
り
、
む
や
み
に
他
人
に
提
供

し
た
り
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

マイナンバー制度ってなんだろう？
僕と一緒に、 マイナちゃん

に教えてもらおう！

マイナちゃんのマイナンバー教室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
外
国
語
対
応
（
英
語
）
は

☎
０
５
７
１
―
20
―
０
１
９
２

◆
町
総
務
課
行
政
電
算
係

　

☎
56
―
８
０
０
０

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/
bangoseido/

あ
る
か
ら
注
意
し
て
ね
。

　

処
罰
か
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
僕

た
ち
は
、
も
っ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
勉
強
し
な
き
ゃ
だ
め
だ
ね
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
最

新
情
報
や
制
度
の
詳
し

い
説
明
、
法
令
等
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
か
ら
、
参

考
に
し
て
み
て
ね
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
始
ま
る
ま
で
の
間
、

私
か
ら
も
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
く
ね
。

　

あ
り
が
と
う
、
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
。
来

月
も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
ね
。

（
※
）
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
行
政
機
関

等
に
設
置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
自

分
の
情
報
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
閲

覧
で
き
る
と
と
も
に
、
各
種
手
続
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
個
人
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
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News あらかると

サンモリッツの思い出を語る
　11 月 25 日、町長室においてサンモリッツ派遣者の

帰国報告会が行われました。派遣者である渡辺さんと

小林さんは、青少年交流事業として 9月 29 日～ 10 月

9 日の間、スイス・サンモリッツを訪問しました。報

告会では、二人が撮影した写真を画面に映し、それを

もとに思い出などを話していただきました。

　滞在中はホームステイをし、ホストファミリーと一

緒にカラオケやドライブなどで交流を深めたそうで

す。サンモリッツの学校に行ったときには、一緒に授

業も受けたそうです。そこでできた友達とは、今も

SNS で連絡を取り合っていると話してくれました。

　報告会には福島町長のほかに、7 月にサンモリッツ

△思い出を話す渡辺さん
（左）と小林さん（右）

を訪問した鈴木議長や九津

見サンモリッツ通信員も出

席しており、派遣者たちと

サンモリッツの話で盛り上

がる場面もありました。

　渡辺さんも小林さんも、

とても楽しそうに思い出を

話してくれました。今回の

青少年交流は、二人にとっ

て貴重な経験と、多くの発

見に溢れた有意義なものに

なったようです。

農高のおみせ　今年最後の営業
　12 月 4 日、農高のおみせが今年最後の営業日を迎

えました。農高のおみせは、倶知安農業高校の生徒た

ちが毎年 5・6月～ 12 月の間に営業しています。

　この日も多くのお客様が来ており、先着順でパセリ

をプレゼントするサービスも行われていました。

　この農高のおみせが生徒たちにどのような影響があ

るのか、鎌田校長先生に伺いました。

　「良い商品を作るということはもちろん大事ですが、

それを実際に売るためには、商品のことをよく理解し、

お客様に説明できるようになることが大切です。また、

お客様が商品を手に取りやすくなるようパッケージを

工夫したり、簡単なレシピを配布するなどさまざまな

工夫もしています。良い商品を作る技術、商品をお客

様のもとに届けるための技術。農高のおみせは、それ

らを実際に学ぶことができる場です」

　農高のおみせは、農高生にとって商品をお客様に喜

んでもらうだけではなく、未来の農業従事者としての

学びに溢れた場となっているようです。　

　毎年多くのお客様でに

ぎわう農高のおみせ。来

年も、農高生の新しい挑

戦と、それを楽しみに訪

れるお客様の姿が見られ

ることでしょう。

　衛生ごみの排出に際し、これまでお知らせし

ていた透明か半透明のポリ袋のほか、特に少量

や生理用品については黒色のポリ袋でも出せる

ように改めました。

もやせるごみ

透明か半透明、または　　　のポリ袋に入れて

もやせるごみと一緒に出す。

黒色

お問い合わせ

環境対策課　　☎ 56-8008

●お知らせ●

閉店により、松井商店でのごみ袋の取り扱いは

終了しました。

衛生ごみ袋
黒色を追加します

少量や生理用品だけの場合

ボールに触れる。ボールと遊ぶ。
　北海道教育委員会が主催する子どもの体力向上推進

事業の一環として、道内のフットサルチーム「エスポ

ラーダ北海道」の金井コーチと山選手が倶知安小学校

に来て、5年生の児童たちに指導してくれました。

　金井コーチと山選手の指導は、ボールを手に持って

走る、ボールを上に投げてキャッチするなど、ボール

に触れるところから始まりました。ボールに慣れてき

たところで、ドリブルやシュートなどの練習をして、

最後にゲームをやりました。

　指導の途中、金井コーチは次のようなことを児童た

ちに伝えていました。

　「工夫しながらやるこ

とが大事。どうやったら

できるようになるんだろ

うって考える。ひょっと

したらできないかもしれ

ないけれど、チャレンジ

することが大事なんだ」

　コーチの指導のもとで

ボールと遊ぶ児童たち。

たとえうまくいかなくて

も、どんどんチャレンジ

する児童たちの顔は、笑

顔に満ちていました。　

△実演を交えて指導した
　金井コーチ


